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大小様々な疎密構造が織りなす宇宙大規模構造では、銀河の見た目や性質が棲む環境によって系統的に異なる
ことが古くから観測的に知られている。このいわゆる銀河の環境依存性（棲み分け）の起源を探るべく、これまで
宇宙遠方の高密度環境（銀河団・銀河群）について長きにわたって研究がなされてきた。しかしその一方で、宇
宙遠方の低密度環境（ボイド領域）に関しては技術的な問題も相まって十分に調べられていない。本研究は宇宙
マイクロ波背景輻射の『コールドスポット』方向の超ボイドに加えて、すばるHSC, Euclid, Rubin/LSSTがもた
らす大規模データから見つかるであろうボイド候補領域をすばるPFSで徹底的に観測し、ボイド銀河に期待され
る独自の進化過程を検証する。すばる PFSの登場によって宇宙遠方のボイド銀河の形態や星形成活動、重元素量
の系統的調査が初めて実現し、ボイド宇宙における銀河の環境依存性が明らかにされることで銀河形成の研究領
域に新しい端緒が開かれるであろう。本講演では当該プロジェクトの目的と意義について触れるとともに、我々
が実際にこれまですばるHSCデータをもとに進めてきた様々なボイド研究の現状に関して、探査方法（銀河数密
度分布・弱重力レンズ解析・機械学習）および暫定成果（Shimakawa et al. 2021ab, etc）をまとめて紹介する。


